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昭
和
五
十
四
年
四
月
十
三
日
提
出 

質

問

第

二

二

号 

  

右
の
質
問
主
意
書
を
提
出
す
る
。 

沖
繩
県
の
市
町
村
未
買
収
道
路
用
地(

旧
つ
ぶ
れ
地)

に
対
す
る
国
の
補
償
措
置
に
関
す
る
質
問
主 

意
書 昭

和
五
十
四
年
四
月
十
三
日 

衆 

議 

院 

議 

長 

灘 

尾 
弘 

吉 

殿 

提 

出 

者 
 

瀨 

長 

亀 

次 

郎 

 

一 

 



 

沖
繩
県
に
お
け
る
市
町
村
未
買
収
道
路
用
地
（
旧
つ
ぶ
れ
地
）
は
、
第
二
次
大
戦
中
の
沖
繩
戦
と
二
十
七
年
間
に

わ
た
る
米
軍
占
領
支
配
の
下
で
引
き
起
こ
さ
れ
た
も
の
で
あ
り
、
戦
後
処
理
の
重
要
課
題
の
一
つ
と
し
て
早
期
解

決
が
強
く
求
め
ら
れ
て
い
る
。 

こ
れ
ま
で
も
、
沖
繩
県
民
を
初
め
沖
繩
県
、
関
係
市
町
村
当
局
は
、
国
の
責
任
に
よ
る
市
町
村
未
買
収
道
路
用

地
（
旧
つ
ぶ
れ
地
）
の
完
全
補
償
の
措
置
を
速
や
か
に
講
ず
べ
き
こ
と
を
繰
り
返
し
陳
情
し
て
き
た
と
こ
ろ
で
あ

る
。 政

府
は
、
昭
和
四
十
六
年
九
月
三
日
の
閣
議
決
定
に
よ
る
沖
繩
復
帰
対
策
要
綱
（
第
三
次
分
）
に
基
づ
き
特
別
措

置
を
講
ず
る
と
し
、
復
帰
五
年
間
を
目
途
に
補
償
す
る
こ
と
と
し
て
い
た
。 

 
沖
繩
県
の
市
町
村
未
買
収
道
路
用
地(

旧
つ
ぶ
れ
地)

に
対
す
る
国
の
補
償
措
置
に
関
す
る
質
問
主 

意
書 

三 

 



 

し
か
も
市
町
村
未
買
収
道
路
用
地
（
旧
つ
ぶ
れ
地
）
に
つ
い
て
は
、
実
態
調
査
に
六
年
以
上
の
期
間
を
費
や
し
、

こ
の
間
補
償
に
つ
い
て
の
基
本
方
針
を
な
ん
ら
提
示
す
る
こ
と
な
く
未
補
償
の
ま
ま
事
態
を
推
移
さ
せ
て
き
た
の

で
あ
る
。 

と
こ
ろ
が
実
態
調
査
が
大
づ
め
に
き
た
昭
和
五
十
三
年
十
二
月
十
四
日
の
参
議
院
沖
繩
及
び
北
方
問
題
に
関
す

る
特
別
委
員
会
で
、
三
原
沖
繩
開
発
庁
長
官
は
「
一
般
の
市
町
村
道
に
つ
い
て
十
分
の
八
」
の
補
助
率
で
対
処
し
た

い
」
と
答
弁
し
、
市
町
村
未
買
収
道
路
用
地
（
旧
つ
ぶ
れ
地
）
に
対
す
る
補
償
の
処
理
方
針
を
公
式
に
明
ら
か
に
し

た
の
で
あ
る
。 

に
も
か
か
わ
ら
ず
、
今
日
、
国
及
び
県
道
未
買
収
道
路
用
地
（
旧
つ
ぶ
れ
地
）
に
つ
い
て
の
進
捗
状
況
は
昭
和
五

十
二
年
三
月
末
現
在
で
、
全
体
に
比
較
し
面
積
で
二
三
・
一
パ
ー
セ
ン
ト
、
金
額
で
一
一
・
八
パ
ー
セ
ン
ト
し
か

補
償
さ
れ
て
い
な
い
の
が
現
状
で
あ
る
。 

そ
し
て
政
府
は
昭
和
五
十
四
年
度
予
算
に
市
町
村
道
未
買
収
道
路
用
地
（
旧
つ
ぶ
れ
地
）
分
と
し
て
十
億
円
を
計 

四 

 



 

昭
和
五
十
四
年
一
月
二
十
五
日
の
衆
議
院
本
会
議
並
び
に
参
議
院
本
会
議
で
、
大
平
内
閣
総
理
大
臣
は
「
沖
繩

の
振
興
開
発
に
つ
き
ま
し
て
も
、
そ
の
実
情
に
応
じ
て
施
策
の
充
実
を
図
つ
て
ま
い
る
考
え
で
あ
り
ま
す
。
」
と
答

弁
し
て
い
る
以
上
、
当
然
、
市
町
村
未
買
収
道
路
用
地
（
旧
つ
ぶ
れ
地
）
に
対
す
る
補
償
に
つ
い
て
は
、
発
生
の
経 

長
年
の
懸
案
事
項
で
あ
る
こ
の
補
償
問
題
の
解
決
は
、
土
地
所
有
者
の
所
有
権
に
基
づ
く
権
利
を
回
復
す
る
と

と
も
に
、
都
市
計
画
の
推
進
、
生
活
道
路
等
の
整
備
・
拡
充
を
可
能
に
す
る
な
ど
県
民
生
活
の
向
上
に
資
す
る
と

い
う
点
で
極
め
て
重
要
で
あ
る
。 

し
か
し
こ
の
方
針
は
、
沖
繩
県
民
や
沖
繩
県
、
関
係
市
町
村
当
局
が
求
め
て
い
た
全
額
国
庫
負
担
に
よ
る
補
償

措
置
を
全
く
無
視
し
た
も
の
で
あ
る
ば
か
り
か
、
市
町
村
未
買
収
道
路
用
地
（
旧
つ
ぶ
れ
地
）
の
発
生
原
因
を
あ
い

ま
い
に
し
て
、
国
の
責
任
を
回
避
し
関
係
市
町
村
当
局
に
新
た
な
財
政
負
担
を
し
い
る
も
の
だ
と
指
摘
せ
ざ
る
を

得
な
い
。 

上
し
た
の
で
あ
る
。 

五 

 



 

緯
、
市
町
村
財
政
の
状
況
を
十
分
考
慮
し
国
の
一
切
の
責
任
に
お
い
て
補
償
措
置
を
講
ず
る
よ
う
改
め
て
再
検
討

す
べ
き
だ
と
考
え
る
。 

一 

昭
和
五
十
二
年
十
二
月
十
日
の
私
の
「
市
町
村
未
買
収
道
路
用
地
（
つ
ぶ
れ
地
）
の
補
償
に
関
す
る
質
問
主
意

書
」
に
対
す
る
昭
和
五
十
二
年
十
二
月
十
六
日
の
答
弁
書
で
、
政
府
は
沖
繩
県
の
市
町
村
未
買
収
道
路
用
地
（
旧

つ
ぶ
れ
地
）
の
発
生
原
因
に
つ
い
て
「
現
在
ま
で
の
調
査
結
果
に
よ
れ
ば
、
米
軍
あ
る
い
は
日
本
軍
が
建
設
し
た

も
の
、
自
然
発
生
的
に
道
路
と
な
つ
た
も
の
、
市
町
村
に
よ
り
建
設
さ
れ
た
も
の
、
地
区
住
民
に
よ
つ
て
建
設

さ
れ
た
も
の
等
発
生
原
因
は
区
々
で
あ
り
、
か
つ
、
そ
の
区
分
も
必
ず
し
も
明
確
に
分
類
で
き
な
い
も
の
が
多

い
。
」
と
答
え
て
い
る
。 

1 

こ
の
答
弁
は
、
市
町
村
未
買
収
道
路
用
地
（
旧
つ
ぶ
れ
地
）
が
基
本
的
に
は
戦
争
と
米
軍
の
全
面
占
領
支
配

下
の
混
乱
に
よ
つ
て
発
生
し
た
も
の
だ
と
い
う
認
識
の
う
え
に
立
つ
た
も
の
だ
と
理
解
す
る
が
、
ど
う
か
。 

こ
の
よ
う
な
見
地
か
ら
次
の
事
項
に
つ
い
て
質
問
す
る
。 

六 

 



 

三 

昭
和
五
十
三
年
十
二
月
十
四
日
の
参
議
院
沖
繩
及
び
北
方
問
題
に
関
す
る
特
別
委
員
会
で
三
原
沖
繩
開
発
庁

長
官
が
明
ら
か
に
し
た
方
針
は
、
沖
繩
振
興
開
発
特
別
措
置
法
第
五
条
第
一
項
に
基
づ
く
同
法
施
行
令
第
二
条

第
一
項
―
別
表
一
の
市
町
村
道
の
改
築
等
の
補
助
率
を
適
用
し
て
、「
一
般
」
の
市
町
村
未
買
収
道
路
（
旧
つ
ぶ 

二 

沖
繩
県
当
局
が
作
成
し
た
「
市
町
村
道
潰
地
実
態
把
握
調
査
集
計
調
書
」
（
昭
和
五
十
三
年
三
月
十
八
日
）
に
よ

る
と
、
市
町
村
未
買
収
道
路
用
地
（
旧
つ
ぶ
れ
地
）
全
体
の
面
積
は
四
百
四
十
二
万
平
方
メ
ー
ト
ル
、
補
償
金
額

に
し
て
八
百
五
十
二
億
円
（
講
和
発
効
後
に
発
生
し
た
も
の
六
十
九
億
円
を
含
む
。
）
に
達
し
て
い
る
。 

2 
ま
た
、
市
町
村
未
買
収
道
路
用
地(

旧
つ
ぶ
れ
地)

の
発
生
は
、
現
象
的
に
は
○イ

自
然
発
生
的
に
道
路
と
な

つ
た
も
の
○ロ

市
町
村
に
よ
り
建
設
さ
れ
た
も
の
○ハ

地
区
住
民
に
よ
つ
て
建
設
さ
れ
た
こ
と
に
よ
る
も
の
が

存
在
し
た
と
し
て
も
、
そ
れ
は
や
は
り
戦
争
と
米
軍
占
領
の
支
配
に
起
因
す
る
も
の
だ
と
考
え
る
が
、
ど
う 

 

か
。 

沖
繩
開
発
庁
の
調
査
結
果
で
は
、
全
体
の
面
積
と
補
償
総
額
は
い
く
ら
か
。 

七 

 



 

四 

一
般
に
、
市
町
村
道
は
「
幹
線
一
級
」
「
幹
線
二
級
」
「
そ
の
他
」
に
区
別
さ
れ
て
お
り
、
「
幹
線
一
、
二
級
」
と
は
、
建

設
省
の
「
幹
線
一
級
、
二
級
市
町
村
道
選
定
基
準
」
に
基
づ
き
選
定
さ
れ
た
道
路
で
、
国
庫
補
助
の
対
象
と
な
る
。 

2 

も
し
、「
そ
の
他
」
の
市
町
村
道
を
含
め
て
具
体
的
な
措
置
を
検
討
し
て
い
る
な
ら
ば
、
そ
の
内
容
を
明
ら 

1 

こ
れ
ら
に
つ
い
て
も
関
係
市
町
村
当
局
の
財
政
負
担
に
帰
す
べ
き
で
は
な
い
と
考
え
る
が
、
ど
う
か
。 

れ
地
）
に
つ
い
て
は
、
国
の
補
助
率
を
十
分
の
八
と
す
る
と
い
う
こ
と
か
。 

従
つ
て
、
沖
繩
振
興
開
発
特
別
措
置
法
第
五
条
第
一
項
に
基
づ
く
同
法
施
行
令
第
二
条
第
一
項
―
別
表
一
の

市
町
村
道
改
築
等
の
補
助
率
の
適
用
で
は
、「
幹
線
一
、
二
級
」
市
町
村
道
に
つ
い
て
さ
え
国
の
補
助
率
は
十
分

の
八
で
し
か
な
い
。 

し
か
も
、
残
り
十
分
の
二
に
相
当
す
る
分
に
つ
い
て
は
も
と
よ
り
、
全
く
国
の
補
助
対
象
と
な
ら
な
い
「
そ

の
他
」
の
市
町
村
道
に
つ
い
て
は
、
す
べ
て
関
係
市
町
村
当
局
の
財
政
負
担
と
な
る
。 

「
そ
の
他
」
と
は
、
同
選
定
基
準
に
該
当
し
な
か
つ
た
道
路
で
、
国
庫
補
助
の
対
象
と
な
ら
な
い
。 

八 

 



 

五 

沖
繩
県
当
局
が
作
成
し
た
「
市
町
村
道
潰
地
実
態
把
握
調
査
集
計
調
書
」（
昭
和
五
十
三
年
三
月
十
八
日
）
は
、

沖
繩
振
興
開
発
特
別
措
置
法
第
五
条
第
一
項
に
基
づ
く
同
法
施
行
令
第
二
条
第
一
項
―
別
表
一
の
市
町
村
道
改

築
等
の
補
助
率
十
分
の
八
を
適
用
し
た
と
し
て
、
関
係
市
町
村
当
局
の
財
政
負
担
額
を
試
算
し
て
い
る
。 

(1) 

講
和
発
効
前
に
発
生
し
た
も
の 

同
調
書
に
よ
る
と
市
町
村
未
買
収
道
路
用
地
（
旧
つ
ぶ
れ
地
）
の
全
体
の
面
積
は
四
百
四
十
二
万
平
方
メ
ー
ト

ル
、
補
償
総
額
は
八
百
五
十
二
億
円
、
こ
の
う
ち
関
係
市
町
村
当
局
の
負
担
額
は
全
体
の
六
七
・
〇
九
パ
ー
セ

ン
ト
、
実
に
五
百
七
十
一
億
円
、
そ
れ
に
対
し
て
国
の
負
担
額
は
二
百
八
十
億
円
で
あ
る
（
補
償
総
額
と
の
一

億
円
の
差
は
四
捨
五
入
に
よ
る
た
め
）
。 

か
に
さ
れ
た
い
。 

イ 

面
積
三
百
九
十
三
万
平
方
メ
ー
ト
ル 

試
算
の
内
容
は
次
に
示
す
と
お
り
で
あ
る
。 

九 

 



 

(2) 

講
和
発
効
後
に
発
生
し
た
も
の 

ロ 

補
償
額
六
十
九
億
円 

ロ 

補
償
額
七
百
八
十
二
億
円 

イ 

面
積
四
十
九
万
平
方
メ
ー
ト
ル 

補
償
額
七
百
八
十
二
億
円
の
う
ち
、
国
庫
補
助
対
象
と
な
る
「
幹
線
一
、
二
級
」
市
町
村
道
の
補
償
額
は
三

百
五
十
億
円
、
対
象
と
な
ら
な
い
「
そ
の
他
」
の
市
町
村
道
の
補
償
額
は
四
百
三
十
二
億
円
で
あ
る
。 

「
幹
線
一
、
二
級
」
市
町
村
道
の
補
償
額
三
百
五
十
億
円
の
十
分
の
八
に
相
当
す
る
国
の
負
担
額
は
二
百
八

十
億
円
、
残
り
十
分
の
二
に
相
当
す
る
関
係
市
町
村
当
局
の
負
担
額
は
七
十
億
円
で
あ
る
。 

ま
た
、
国
庫
補
助
の
対
象
と
な
ら
な
い
「
そ
の
他
」
の
市
町
村
道
の
補
償
額
四
百
三
十
二
億
円
は
関
係
市
町

村
当
局
の
負
担
と
な
る
。 

講
和
発
効
後
に
発
生
し
た
も
の
に
つ
い
て
は
国
が
負
担
で
き
な
い
と
し
て
い
る
の
で
、
こ
の
補
償
額
六
十 

一
〇 

 



 

六 

沖
繩
開
発
庁
が
実
施
し
て
い
る
市
町
村
未
買
収
道
路
用
地
（
旧
つ
ぶ
れ
地
）
の
実
態
調
査
並
び
に
沖
繩
振
興
開

発
特
別
措
置
法
第
五
条
第
一
項
に
基
づ
く
同
法
施
行
令
第
二
条
第
一
項
―
別
表
一
の
市
町
村
道
改
築
等
の
補
助

率
十
分
の
八
を
適
用
し
た
試
算
を
、
次
の
事
項
に
基
づ
き
明
ら
か
に
さ
れ
た
い
。 

1 

講
和
発
効
前
に
発
生
し
た
も
の 

2 

こ
の
処
理
方
針
で
は
、
関
係
市
町
村
当
局
へ
の
財
政
圧
迫
は
必
至
だ
と
考
え
る
が
、
ど
う
か
。
国
の
補
助

率
を
十
分
の
十
と
す
る
意
思
は
な
い
か
。 

1 

こ
れ
で
も
政
府
は
市
町
村
未
買
収
道
路
用
地
（
旧
つ
ぶ
れ
地
）
に
対
す
る
補
償
措
置
に
つ
い
て
、
あ
く
ま
で

国
の
補
助
率
十
分
の
八
と
す
る
の
か
。 

以
上
で
明
ら
か
な
よ
う
に
、
関
係
市
町
村
当
局
の
負
担
額
は
七
十
億
円
、
四
百
三
十
二
億
円
、
六
十
九
億
円

の
合
計
五
百
七
十
一
億
円
と
な
る
。 

九
億
円
は
関
係
市
町
村
当
局
の
負
担
と
し
て
試
算
し
て
い
る
。 

一
一 

 



 

七 

昭
和
五
十
四
年
三
月
二
日
の
衆
議
院
予
算
委
員
会
第
三
分
科
会
で
、
自
治
省
の
森
岡
財
政
局
長
は
「
沖
繩
県 

2 

講
和
発
効
後
に
発
生
し
た
も
の 

ニ 

「
幹
線
一
、
二
級
」
市
町
村
道
の
十
分
の
二
に
相
当
す
る
関
係
市
町
村
負
担
額 

ロ 

補
償
額 

ロ 
補
償
額 

ホ 

「
そ
の
他
」
の
市
町
村
道
の
額 

イ 

面
積 

イ 

面
積 

ハ 

講
和
発
効
後
に
発
生
し
た
も
の
に
つ
い
て
、
国
が
財
政
負
担
で
き
な
い
と
す
る
根
拠
と
理
由
を
明
ら
か

に
さ
れ
た
い
。 

ハ 

「
幹
線
一
、
二
級
」
市
町
村
道
の
十
分
の
八
に
相
当
す
る
国
の
負
担
額 

一
二 

 



 

八 

昭
和
五
十
四
年
三
月
二
日
の
衆
議
院
予
算
委
員
会
第
三
分
科
会
で
、
建
設
省
の
金
子
道
路
局
市
町
村
道
室
長

は
昭
和
五
十
四
年
度
か
ら
「
つ
ぶ
れ
地
の
う
ち
の
位
置
境
界
不
明
地
域
、
こ
れ
に
つ
き
ま
し
て
は
、
建
設
大
臣

が
沖
繩
開
発
庁
長
官
と
協
議
い
た
し
ま
し
て
指
定
い
た
し
ま
し
た
路
線
に
対
し
て
十
分
の
八
と
い
う
こ
と
に
な 

2 

政
府
は
、
市
町
村
未
買
収
道
路
用
地
（
旧
つ
ぶ
れ
地
）
に
対
す
る
補
償
に
つ
い
て
、
ど
う
い
う
認
識
を
も
つ

て
い
る
の
か
、
ま
た
、
ど
う
い
う
姿
勢
で
の
ぞ
む
の
か
。 

1 

し
か
る
に
昭
和
五
十
三
年
十
二
月
十
四
日
の
参
議
院
沖
繩
及
び
北
方
問
題
に
関
す
る
特
別
委
員
会
で
の
三

原
沖
繩
開
発
庁
長
官
の
国
の
補
助
率
十
分
の
八
と
す
る
旨
の
答
弁
は
、
い
か
な
る
根
拠
と
理
由
に
基
づ
く
の

か
説
明
さ
れ
た
い
。 

の
区
域
内
に
お
き
ま
す
市
町
村
道
の
つ
ぶ
れ
地
に
つ
き
ま
し
て
は
、
つ
ぶ
れ
地
の
生
じ
た
経
緯
と
市
町
村
の
財

政
の
状
況
か
ら
考
え
ま
す
と
、
い
ま
お
話
し
の
よ
う
に
、
私
ど
も
は
全
額
国
費
で
や
る
べ
き
だ
と
い
う
気
持
ち

を
同
様
に
強
く
持
つ
て
お
り
ま
す
。
」
と
ま
で
答
え
て
い
る
の
で
あ
る
。 

一
三 

 



 

1 

こ
れ
は
、
沖
繩
県
の
区
域
内
に
お
け
る
位
置
境
界
不
明
地
域
内
の
各
筆
の
土
地
の
位
置
境
界
の
明
確
化
等

に
関
す
る
特
別
措
置
法
第
二
十
二
条
第
一
項
（
財
政
措
置
等
）
に
基
づ
く
同
法
施
行
令
第
十
三
条
に
よ
つ
て
指

定
さ
れ
た
位
置
境
界
不
明
地
域
内
の
市
町
村
未
買
収
道
路
用
地
（
旧
つ
ぶ
れ
地
）
の
「
幹
線
一
、
二
級
」
市
町
村

道
に
つ
い
て
は
、
十
分
の
八
を
国
庫
補
助
で
、
残
り
十
分
の
二
に
相
当
す
る
関
係
市
町
村
当
局
負
担
分
に
つ

い
て
も
、
国
の
責
任
に
お
い
て
一
〇
〇
パ
ー
セ
ン
ト
道
路
特
別
会
計
か
ら
の
交
付
金
で
措
置
す
る
と
い
う
こ

と
な
の
か
。
あ
る
い
は
指
定
さ
れ
た
境
界
不
明
地
域
内
の
市
町
村
未
買
収
道
路
用
地
（
旧
つ
ぶ
れ
地
）
に
つ
い

て
、
い
わ
ゆ
る
「
幹
線
一
、
二
級
」
、
「
そ
の
他
」
の
市
町
村
道
を
問
わ
ず
す
べ
て
を
対
象
と
し
、
建
設
大
臣
と

沖
繩
開
発
庁
長
官
が
協
議
し
、
指
定
し
た
道
路
に
つ
い
て
は
同
様
の
措
置
を
講
ず
る
と
い
う
こ
と
か
、
内
容 

つ
て
お
り
ま
す
。
た
だ
、
不
明
地
域
と
い
う
特
殊
な
事
情
も
ご
ざ
い
ま
す
の
で
、
そ
の
中
で
特
別
な
事
情
が
あ

る
場
合
に
は
、
国
庫
補
助
事
業
の
翌
年
度
に
お
き
ま
し
て
、
予
算
の
範
囲
内
で
そ
の
必
要
経
費
を
計
上
し
て
い

く
、
交
付
金
と
し
て
見
て
い
く
と
い
う
ふ
う
に
考
え
て
お
り
ま
す
。
」
と
答
え
て
い
る
。 

一
四 

 



 

九 

市
町
村
未
買
収
道
路
用
地
（
旧
つ
ぶ
れ
地
）
の
発
生
経
緯
は
位
置
境
界
不
明
地
域
で
あ
る
と
な
い
と
に
か
か
わ

ら
ず
、
戦
争
と
米
軍
の
全
面
占
領
支
配
に
よ
る
と
い
う
同
一
の
原
因
に
よ
る
も
の
で
あ
る
。 

2 

も
し
、
か
か
る
措
置
を
講
じ
る
と
い
う
こ
と
な
ら
ば
、
指
定
さ
れ
た
位
置
境
界
不
明
地
域
以
外
の
い
わ
ゆ

る
「
一
般
」
の
市
町
村
未
買
収
道
路
用
地
（
旧
つ
ぶ
れ
地
）
に
つ
い
て
も
同
様
の
措
置
を
講
ず
べ
き
で
は
な
い
の

か
。
な
ぜ
、
そ
れ
が
で
き
な
い
の
か
、
理
由
を
明
ら
か
に
さ
れ
た
い
。 

1 

し
か
る
に
、
指
定
さ
れ
た
位
置
境
界
不
明
地
域
内
に
あ
る
市
町
村
未
買
収
道
路
用
地
（
旧
つ
ぶ
れ
地
）
の
市

町
村
道
（
「
幹
線
一
、
二
級
」
市
町
村
道
に
限
る
と
思
わ
れ
る
が
）
に
つ
い
て
だ
け
、
国
庫
補
助
と
道
路
特
別
会

計
か
ら
の
交
付
金
に
よ
つ
て
、
事
実
上
全
額
国
費
で
措
置
す
る
と
い
う
の
は
不
合
理
だ
と
考
え
る
が
、
ど
う

か
。 

2 
も
し
措
置
す
る
と
い
う
な
ら
ば
、
同
交
付
金
の
対
象
と
な
る
道
路
面
積
及
び
額
は
い
く
ら
か
。 

を
詳
し
く
説
明
さ
れ
た
い
。 

一
五 

 



 

一
〇 
昭
和
五
十
四
年
三
月
二
日
の
衆
議
院
予
算
委
員
会
第
三
分
科
会
で
、
自
治
省
の
森
岡
財
政
局
長
は
「
市
町

村
と
い
た
し
ま
し
て
は
、
若
干
で
も
負
担
が
生
じ
ま
し
た
場
合
に
財
政
的
に
そ
れ
に
対
応
で
き
な
い
と
い
う
事

態
が
生
ず
る
と
こ
ろ
も
出
て
く
る
可
能
性
も
あ
り
ま
す
の
で
、
そ
う
い
う
市
町
村
に
つ
き
ま
し
て
は
、
個
別
に

自
治
省
が
財
源
措
置
を
し
得
る
手
段
、
た
と
え
ば
い
ま
お
示
し
の
よ
う
な
交
付
税
な
ど
を
含
め
ま
し
て
対
応
し

て
ま
い
り
た
い
」
と
答
え
て
い
る
。 

2 

こ
の
答
弁
は
指
定
さ
れ
た
位
置
境
界
不
明
地
域
以
外
の
「
一
般
」
の
市
町
村
未
買
収
道
路
用
地
（
旧
つ
ぶ
れ

地
）
の
「
幹
線
一
、
二
級
」
市
町
村
道
に
つ
い
て
、
し
か
も
「
財
政
的
に
そ
れ
に
対
応
で
き
な
い
と
い
う
事
態
が

生
ず
る
」
関
係
市
町
村
当
局
に
限
つ
て
、
十
分
の
八
を
国
庫
補
助
で
、
残
り
十
分
の
二
に
相
当
す
る
関
係
市 

1 

沖
繩
県
の
関
係
市
町
村
当
局
の
今
日
の
財
政
状
況
に
つ
い
て
ど
う
い
う
認
識
を
も
つ
て
い
る
の
か
。 

「
財
政
的
に
そ
れ
に
対
応
で
き
な
い
と
い
う
事
態
が
生
ず
る
」
と
予
想
さ
れ
る
関
係
市
町
村
当
局
は
ど
こ 

 

か
。 

一
六 

 



 

4 

い
ず
れ
に
し
て
も
、
か
か
る
措
置
は
「
財
政
的
に
そ
れ
に
対
応
で
き
な
い
事
態
が
生
ず
る
」
関
係
市
町
村
当

局
と
対
象
を
抽
象
的
な
基
準
で
き
び
し
く
限
定
し
た
う
え
、
し
か
も
「
交
付
税
な
ど
を
含
め
」
て
と
答
え
て
い

る
よ
う
に
、
交
付
税
だ
け
で
な
く
起
債
に
よ
る
方
法
も
示
唆
し
て
い
る
と
思
わ
れ
、
不
十
分
な
も
の
と
な
ら

ざ
る
を
得
な
い
。 

3 

「
交
付
税
を
含
め
」
て
と
は
、
他
に
ど
う
い
う
財
源
措
置
を
考
え
て
い
る
の
か
。 

こ
れ
で
予
想
さ
れ
る
関
係
市
町
村
当
局
に
対
す
る
財
政
の
圧
迫
を
本
当
に
ふ
せ
ぐ
こ
と
が
で
き
る
と
考
え

て
い
る
の
か
。 

町
村
当
局
の
負
担
分
を
国
が
「
交
付
税
な
ど
を
含
め
」
て
措
置
す
る
と
い
う
こ
と
な
の
か
、
内
容
を
具
体
的
に

明
ら
か
に
さ
れ
た
い
。 

交
付
税
で
措
置
す
る
場
合
は
、
十
分
の
二
に
相
当
す
る
関
係
市
町
村
当
局
の
負
担
分
に
つ
い
て
は
一
〇
〇

パ
ー
セ
ン
ト
国
が
負
担
す
べ
く
積
算
す
る
の
か
。 

一
七 

 



 

一
二 

「
格
上
げ
方
式
」
を
採
用
す
る
場
合
で
も
、
「
幹
線
一
、
二
級
」
市
町
村
道
か
ら
県
道
へ
の
格
上
げ
は
「
都
道

府
県
道
の
意
義
及
び
そ
の
路
線
の
認
定
」
（
道
路
法
第
七
条
）
に
基
づ
き
、
「
そ
の
他
」
の
市
町
村
道
か
ら
「
幹
線

一
、
二
級
」
市
町
村
道
へ
の
格
上
げ
は
「
幹
線
一
、
二
級
市
町
村
道
選
定
基
準
」
（
建
設
省
）
に
基
づ
か
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
と
さ
れ
て
い
る
。 

一
一 
沖
繩
開
発
庁
な
ど
は
、
沖
繩
県
に
お
け
る
現
在
の
「
幹
線
一
、
二
級
」
市
町
村
道
は
、
昭
和
四
十
七
年
に
選

定
さ
れ
た
も
の
で
あ
り
、
こ
の
際
「
幹
線
一
、
二
級
」
及
び
「
そ
の
他
」
の
市
町
村
道
を
含
め
て
見
直
し
、
弾
力
的

運
用
に
よ
る
「
格
上
げ
方
式
」
で
国
が
で
き
る
だ
け
負
担
し
て
い
く
方
向
を
考
え
て
い
る
と
聞
い
て
い
る
が
、
も

し
考
え
て
い
る
な
ら
ば
、
そ
の
方
法
と
内
容
を
具
体
的
に
明
ら
か
に
さ
れ
た
い
。 

例
え
ば
「
幹
線
一
、
二
級
市
町
村
道
選
定
基
準
」
（
建
設
省
）
の
幹
線
二
級
市
町
村
道
は
、
次
の
い
ず
れ
か
に
該

当
す
る
も
の
と
し
て
①
都
市
計
画
さ
れ
た
補
助
幹
線
道
路
②
集
落
（
二
十
五
戸
以
上
、
以
下
同
じ
。
）
相
互
を
連
絡

す
る
道
路
③
集
落
と
主
要
交
通
流
通
施
設
、
主
要
公
益
的
施
設
も
し
く
は
主
要
な
生
産
の
場
を
結
ぶ
道
路
④
集 

一
八 

 



 

2 

「
そ
の
他
」
の
市
町
村
道
か
ら
「
幹
線
一
、
二
級
」
市
町
村
道
に
格
上
げ
さ
れ
る
も
の 

1 

「
幹
線
一
、
二
級
」
市
町
村
道
か
ら
県
道
に
格
上
げ
さ
れ
る
も
の 

落
と
こ
れ
に
密
接
な
関
係
に
あ
る
一
般
国
道
、
都
道
府
県
道
ま
た
は
幹
線
一
級
市
町
村
道
と
を
連
絡
す
る
道 

路
⑤
大
都
市
ま
た
は
地
方
開
発
の
た
め
に
必
要
な
道
路
な
ど
の
条
件
を
五
項
目
挙
げ
て
い
る
。 

「
格
上
げ
方
式
」
を
採
用
し
た
と
し
て
も
、「
都
道
府
県
道
の
意
義
及
び
そ
の
路
線
の
認
定
」（
道
路
法
第
七
条
）

及
び
「
幹
線
一
、
二
級
市
町
村
道
選
定
基
準
」
（
建
設
省
）
の
条
件
を
満
た
し
格
上
げ
さ
れ
る
の
は
極
め
て
限
ら
れ

た
も
の
に
な
ら
ざ
る
を
得
な
い
と
考
え
る
。 

ロ 

補
償
額 

イ 

面
積 

イ 

面
積 

従
つ
て
次
の
事
項
に
つ
い
て
明
ら
か
に
さ
れ
た
い
。 

一
九 

 



 

一
三 

市
町
村
未
買
収
道
路
用
地
（
旧
つ
ぶ
れ
地
）
に
対
す
る
補
償
の
う
ち
関
係
市
町
村
当
局
が
負
担
す
べ
き
だ
と

さ
れ
て
い
る
も
の
に
つ
い
て
、
沖
繩
開
発
庁
、
建
設
省
、
自
治
省
は
①
指
定
さ
れ
た
位
置
境
界
不
明
地
域
内
に

あ
る
「
幹
線
一
、
二
級
」
市
町
村
道
の
十
分
の
二
に
相
当
す
る
関
係
市
町
村
当
局
の
負
担
分
に
対
す
る
道
路
特
別

会
計
か
ら
の
交
付
金
②
「
一
般
」
の
「
幹
線
一
、
二
級
」
市
町
村
道
の
十
分
の
二
に
相
当
す
る
関
係
市
町
村
当
局
の

負
担
分
に
対
す
る
地
方
交
付
税
等
③
「
そ
の
他
」
の
市
町
村
道
を
含
む
全
体
の
見
直
し
に
よ
る
格
上
げ
の
措
置
を 

5 

市
町
村
道
の
見
直
し
作
業
は
い
つ
終
了
す
る
予
定
か
。 

4 

も
し
、
確
答
で
き
な
い
と
す
る
な
ら
ば
、
現
在
の
段
階
で
格
上
げ
に
よ
つ
て
新
た
に
国
が
負
担
す
る
額
は

お
お
む
ね
い
く
ら
か
。 

3 

残
さ
れ
た
「
そ
の
他
」
の
市
町
村
道
の
面
積
及
び
額 

ロ 

十
分
の
八
に
相
当
す
る
国
の
負
担
額 

ハ 
十
分
の
二
に
相
当
す
る
市
町
村
負
担
額 

二
〇 

 



 

一
四 

国
道
及
び
県
道
未
買
収
道
路
用
地
（
旧
つ
ぶ
れ
地
）
に
対
す
る
補
償
の
進
捗
状
況
は
、
沖
繩
県
当
局
の
調
べ

に
よ
る
と
昭
和
四
十
七
年
度
か
ら
昭
和
五
十
三
年
度
ま
で
全
体
に
比
較
し
て
面
積
で
二
三
・
一
パ
ー
セ
ン
ト
、

金
額
に
し
て
一
一
・
八
パ
ー
セ
ン
ト
と
大
幅
に
遅
れ
て
い
る
。 

3 

国
道
及
び
県
道
未
買
収
道
路
用
地
（
旧
つ
ぶ
れ
地
）
に
対
す
る
補
償
に
つ
い
て
は
何
年
を
メ
ド
に
全
部
を
完 

2 

今
後
補
償
の
促
進
を
図
る
た
め
に
予
算
に
計
上
す
る
補
償
経
費
の
増
額
を
含
め
積
極
的
に
対
処
す
べ
き
だ

と
考
え
る
が
、
ど
う
か
。
具
体
的
な
措
置
を
講
じ
て
い
れ
ば
、
そ
れ
を
明
ら
か
に
さ
れ
た
い
。 

1 

特
に
県
道
未
買
収
道
路
用
地
（
旧
つ
ぶ
れ
地
）
が
遅
れ
て
い
る
原
因
と
理
由
を
具
体
的
に
説
明
さ
れ
た
い
。 

2 

あ
る
い
は
ま
た
、
関
係
市
町
村
当
局
の
負
担
額
を
最
終
的
に
ど
の
く
ら
い
に
す
る
つ
も
り
か
。 

1 

こ
れ
ら
の
措
置
に
よ
つ
て
全
体
の
補
償
総
額
の
う
ち
最
終
的
に
残
る
関
係
市
町
村
当
局
の
負
担
額
は
お
お

む
ね
ど
の
く
ら
い
に
な
る
と
試
算
し
て
い
る
の
か
。 

検
討
し
て
い
る
よ
う
で
あ
る
。 

二
一 

 



 

一
五 

こ
れ
ま
で
も
指
摘
し
て
き
た
よ
う
に
市
町
村
未
買
収
道
路
用
地
（
旧
つ
ぶ
れ
地
）
に
対
す
る
補
償
措
置
は
、

〝
つ
ぶ
れ
地
〟
が
第
二
次
大
戦
中
の
沖
繩
戦
と
二
十
七
年
間
に
わ
た
る
米
軍
の
全
面
占
領
支
配
の
下
で
引
き
起

こ
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
と
い
う
発
生
経
緯
を
踏
ま
え
、
こ
れ
が
戦
後
処
理
の
重
要
課
題
の
一
つ
と
し
て
位
置
付

け
る
と
と
も
に
、
関
係
市
町
村
当
局
の
困
難
な
財
政
状
況
も
考
慮
し
て
、
国
道
及
び
県
道
未
買
収
道
路
用
地 

（
旧
つ
ぶ
れ
地
）
と
同
様
国
の
責
任
に
お
い
て
完
全
に
補
償
す
べ
き
で
あ
る
。 

こ
れ
ま
で
、
日
本
共
産
党
は
政
府
に
対
し
て
①
市
町
村
未
買
収
道
路
用
地
（
旧
つ
ぶ
れ
地
）
に
つ
い
て
は
「
幹

線
一
、
二
級
」
市
町
村
道
及
び
「
そ
の
他
」
の
市
町
村
道
の
す
べ
て
を
補
償
措
置
の
対
象
と
す
る
②
市
町
村
未
買

収
道
路
用
地
（
旧
つ
ぶ
れ
地
）
に
対
す
る
補
償
措
置
は
全
額
国
庫
負
担
と
す
る
③
講
和
発
効
後
に
発
生
し
た
県
道

及
び
市
町
村
未
買
収
道
路
用
地
（
旧
つ
ぶ
れ
地
）
に
対
す
る
補
償
も
国
が
責
任
を
も
つ
④
大
幅
に
遅
れ
て
い
る
県

道
未
買
収
道
路
用
地
（
旧
つ
ぶ
れ
地
）
に
対
す
る
補
償
の
促
進
を
図
る
こ
と
を
強
く
要
求
し
て
き
た
と
こ
ろ
で
あ 

了
さ
せ
る
計
画
か
。 

二
二 

 



 

 

二
三 

る
。 政

府
は
昭
和
四
十
六
年
九
月
三
日
に
閣
議
決
定
さ
れ
た
沖
繩
復
帰
対
策
要
綱
（
第
三
次
分
）
の
「
沖
繩
の
特
殊

事
情
に
よ
り
未
買
収
と
な
つ
て
い
る
政
府
道
及
び
市
町
村
道
の
敷
地
の
取
得
に
つ
い
て
は
、
そ
の
実
態
を
調
査

の
う
え
必
要
に
応
じ
適
切
な
措
置
を
講
ず
る
も
の
と
す
る
」
と
の
主
旨
を
尊
重
し
、
沖
繩
振
興
開
発
特
別
措
置

法
第
五
条
第
一
項
（
国
の
負
担
又
は
補
助
の
割
合
の
特
例
等
）
に
基
づ
き
同
法
施
行
令
第
二
条
第
一
項
－
別
表
一

の
改
正
を
行
い
、
市
町
村
未
買
収
道
路
用
地
（
旧
つ
ぶ
れ
地
）
に
つ
い
て
は
「
そ
の
他
」
の
市
町
村
道
を
含
め
て
補

助
率
十
分
の
十
と
す
る
措
置
を
講
じ
て
、
国
が
全
額
負
担
す
べ
き
で
あ
る
。 

こ
の
こ
と
に
つ
い
て
改
め
て
政
府
の
方
針
と
見
解
を
明
ら
か
に
さ
れ
た
い
。 

右
質
問
す
る
。 


